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平成30年度決算審査

《表紙》 ９月 15 日に開催された

ツール・ド・東北 2019。

全国から集まったライダーたちに多

くの町民が沿道から声援を送った。
　　　　　　〔写真は商工団地入口の様子〕

９月定例議会

復興祈念公園整備着々と

予算の使い道に様々な指摘

ここが聞きたい

女川原子力発電所を現地視察

県へ意見書を提出

まちづくりへの提言
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１５億８０００万円の黒字決算

5日間で223の質疑  ９月
定例会

　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問

は
、
６
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
つ
い

て
予
算
が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
行
政
効
果
が
あ
っ
た

か
な
ど
、
慎
重
な
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
と
も
に
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
定

一般会計

平成30年度

決算審査

実質

水道事業…給水人口は減少だが、有収給水量は工場・商店再開により増加。
病院事業…病床稼働率は高く、外来患者数も増だが、１億 4,200 万円の損失。

10会計すべて

概
要
説
明
と
総
括
的
質
疑

議会費
 1.1 億円
0.4%

公債費
 8.7 億円
3.1%

総務費
 25.3 億円
8.8%

衛生費
 16.9 億円
5.9%

農林水産業費
10.1 億円
3.5%

消防費
 7.7 億円
2.7%

教育費
 10.7 億円
3.7%

民生費
 18.3 億円
6.4%

286.0 億円

歳 出

     

町　債
9.1 億円
2.8%

町　税
13.9 億円
4.3% 財産収入

3.6 億円
1.1%

繰入金
 151.4 億円
47.1%

後
藤
伸
太
郎
議
員

千
葉
伸
孝
議
員

特別会計

事　　　業　　　　　　 収　益　　　　  費　用　　　　事業損益

水道事業 

病院事業 

訪問看護ステーション事業

6億2,088万円

18億9,451万円

4,500万円

6億1,917万円

20億3,747万円

4,172万円

170万円

△ 1億4,296万円

327万円

事　　　業　　　　　　 歳　入　　　　  歳　出　　　    収　支

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

市場事業

漁業集落排水事業

公共下水道事業

21億5,617万円

１億4,383万円

16億3,241万円

3,869万円

8,282万円

2億4,712万円

19億1,795万円

１億3,806万円

15億4,355万円

3,459万円

7,805万円

2億1,338万円

2億3,821万円

577万円

8,886万円

409万円

477万円

3,373万円

倉
橋
誠
司
議
員

山
内
孝
樹
議
員

髙
橋
兼
次
議
員

前年比

+１.1％

前年比

－3.9％

321.6 億円

歳 入

分担金負担金等
20.2 億円
6.4%

商工費
 3.3 億円
1.1%

国庫支出金
37.3 億円
11.6%

地方交付税
61.9 億円
19.2%

その他
 2.6 億円
0.8%

地方譲与税
0.7 億円
０.2%

県支出金
20.9 億円
６.5%

復興費
 131.5 億円
46.1%

災害復旧費
44.3 億円
15.5%

土木費
 8.1 億円
2.8%

　震災から８年半、復興と共にその後
を見据えたまちづくりに取り組んだ。
将来にわたる安定した行政サービス提
供のため事務の見直し等を行ってきた
が、度重なる不適切事務処理の発生も
あり、職員の育成が将来的な課題だ。

問

答

職員の資質向上は
　　不祥事が重なり行政への不安が増大したものと思うが、資質向上対
策と体制づくりは。
　　総務課長を中心に職員の研修事業に取り組んでいる。知人の出版し
た「公務員のあり方」を参考に月２回、管理職会議で勉強している。職
員の定数を１８０人程度として仕事の見直しをしながら体制を整える。

問

答

人口減少対策が急務
　　婚活や地域おこし協力隊の移住、定住、交流人口拡大などで人口減少
対策の歯止めは難しい。将来を見据えた対策は。
　　一自治体、県だけでの解決は難しく、国が人口減少対策に本腰を入れ
るかだ。町として子育て支援のあり方、しやすい環境を作り、財政的な軽
減策など知恵を出しながら進めていく。

問

答

インバウンドの受け入れ拡大を
　　仙台空港も民営化後、格安航空が多く就航している。タイ～仙台空港
便の就航予定等、環境が整ってきた。アプローチを含め外国人対策は。
　　観光に関心の高い首長とタッグを組むことが今後のインバウンドを含
め観光客誘致に有効であり、連携を図り町に多くの人を迎え入れたい。

問

答

認証制度活用を
　　ＡＳＣ認証のカキの記述があるのにＦＳＣ南三陸材の記述がないのは
なぜか。
　　ＦＳＣ・ＡＳＣ・ラムサールも町の柱である。今回はたまたま出なか
った。

問

答

病院経営改革の検討は
　　近隣に大きな病院があり、患者獲得が厳しく経営に直結する。足元の
改革には限界があり、大きな見直しの検討が必要では。
　　近隣の医療環境は厳しく、南三陸病院は地域の中核的病院にと考える。
日赤、気仙沼病院は救急・緊急的患者は受け入れるが２週間で退院となり、
その受け皿として必要である。公設民営化と推察するがそれには高いハー
ドルがある。

○復興事業の総仕
　上げ

○子育て支援及び
　移住・定住人口
　の拡大

　

○まちづくりの担
　い手育成

○新たなコミュニ
　ティの再構築

○交流人口の拡大

○防災教育の充実

○地域産業の振興

○特別会計

　　　　　　　歳　　入　３２１億６２００万円
　　　　　　　歳　　出　２８６億　４００万円
　　　　　　　差し引き　　３５億５７００万円　　　　
　　　　　  　 繰  越  分　　 １９億７７００万円
　実質収支 15億 8000万円のうち、８億円を基金に積み立て。残り７億 8000万円を繰越金に。



答 問答 問答 問

答

答 問

答

答 問

答 問問

答 問答 問
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町民バス

　　　　　　
　　　　　　

平
成
30 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

歳
　  
入

歳
　  
入

復
興
特
需
も
終
わ
り
、
今
後

の
税
収
は 

︿
町
税
・
地
方
交
付
税

﹀

︽
一
般
会
計
︾

︽
一
般
会
計
︾

事
務
処
理
ミ
ス
の
影
響
は           

　
　
　
　
　   

︿
寄
附
金
﹀

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
固
定

資
産
税
収
入
が
伸
び
て
い
る

が
、
高
台
移
転
も
落
ち
着
い

た
今
後
は
ど
う
推
移
し
て
い

く
の
か
。

　
　

前
年
よ
り
５
４
０
０
万

円
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
内

訳
は
、
土
地
で
１
２
０
０
万

円
、
家
屋
で
３
０
０
０
万
円
、

償
却
資
産
で
１
２
０
０
万
円
。

一
部
で
震
災
の
特
例
減
免
措

置
が
終
了
し
て
き
て
い
る
こ

と
が
要
因
。
今
後
の
予
想
は

難
し
い
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
震
災

特
需
は
落
ち
着
い
て
き
た
と

言
え
る
か
。

　
　

個
人
町
民
税
を
見
る
と

町
外
事
業
所
に
勤
め
る
町
民

も
多
く
、
町
内
の
事
業
所
の

動
向
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
地

方
交
付
税
は
重
要
な
財
源
だ

が
、
復
興
期
間
終
了
後
も
現

在
の
規
模
を
維
持
で
き
る
か
。

　
　

合
併
と
震
災
と
で
特
例

措
置
を
受
け
て
お
り
急
減
は

免
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
令

和
２
年
ま
で
。
国
に
も
働
き

か
け
、
30
億
円
と
い
う
現
在

の
状
況
を
維
持
し
た
い
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
ふ
る

さ
と
納
税
に
関
し
て
、
職
員

に
よ
る
事
務
処
理
ミ
ス
が
あ

っ
た
が
、
影
響
は
な
い
か
。

　
　

昨
年
度
と
比
較
し
て
ほ

ぼ
横
ば
い
の
状
況
。
例
年
、

11
月
12
月
に
寄
付
が
集
中
す

る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
。

　
　

増
収
を
狙
い
事
業
展
開

す
べ
き
で
は
。

　
　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

寄
付
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ネ
ル

数
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。
８
割
以
上
が
ネ
ッ

ト
か
ら
の
寄
附
で
あ
り
効
果

は
見
込
め
る
が
、
事
務
作
業

の
外
部
委
託
に
つ
い
て
は
状

況
を
見
極
め
て
い
く
。

答 問
　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
処
理

の
予
定
は
。

　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
分
で
昨
年
計
画
の
２
ト

ン
弱
を
処
理
し
た
い
。

歳
　  

出

歳
　  

出

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
２
万

７
０
０
０
人
が
利
用
し
て
い

る
。
今
後
の
改
正
は
。

　
　

９
月
30
日
西
田
・
細
浦

団
地
に
新
た
な
バ
ス
停
が
設

け
ら
れ
る
。
住
民
要
望
が
あ

っ
た
際
に
は
担
当
者
が
現
地

で
確
認
検
討
相
談
す
る
。

問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
登
録

件
数
は
増
え
た
か
。

　
　

７
物
件
が
登
録
さ
れ
増

加
。
４
物
件
に
入
居
済
み
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
現
在

の
援
護
資
金
累
計
残
高
と
返

済
額
は
。

　
　

貸
付
総
額
４
億
円
の
う

ち
７
月
末
の
残
高
は
１
２
５

件
で
２
憶
６
０
０
０
万
円
。

す
で
に
１
憶
４
０
０
０
万
円

返
済
済
み
。

答

問
　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
全
国

で
１
０
０
歳
以
上
の
人
口
が

答 問
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
保
育

士
の
採
用
が
期
待
通
り
に
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

役
場
職
員
が
サ
ポ
ー
ト

に
入
り
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
ん
で
何
と
か
や
り
く
り
し

て
い
る
。
さ
ら
に
数
人
必
要

で
あ
る
。
近
隣
で
保
育
施
設

が
オ
ー
プ
ン
し
影
響
が
出
た
。

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
上

限
５
万
円
で
集
積
所
の
囲
い

が
作
れ
る
の
か
。

　
　

30
年
度
１
件
あ
っ
た
。

新
設
、
更
新
修
繕
に
半
額
が

支
給
さ
れ
る
。
精
査
し
た
い
。

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
基
本

構
想
計
画
の
進
捗
は
。

　
　

５
年
以
上
の
工
期
で
約

13
億
円
の
事
業
費
に
な
る
見

込
み
。

答 問
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
看
護

師
の
育
成
は
。

　
　

看
護
学
生
に
奨
学
金
を

利
用
し
て
も
ら
い
町
に
帰
っ

て
き
て
も
ら
い
た
い
。

答 問
　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
ラ

ム
サ
ー
ル
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

に
入
る
考
え
は
。

　
　

県
に
働
き
か
け
た
い
。

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
神
割

崎
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
地
域
住

民
と
の
連
携
は
。

　
　

寝
袋
シ
ネ
マ
や
潮
騒
ま

つ
り
な
ど
石
巻
市
北
上
地
区

住
民
も
交
え
実
行
し
た
い
。

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
成
果

は
あ
っ
た
か
。

　
　

食
品
販
売
業
、
美
容
業
、

広
告
制
作
業
、
製
造
業
、
サ

ー
ビ
ス
業
各
１
件
。
計
５
件

に
補
助
金
支
出
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
交
流

は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

台
湾
か
ら
高
校
生
が
来

町
し
若
い
世
代
の
交
流
が
で

き
た
。
商
工
会
等
や
高
校
生

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
20
名
が

訪
台
し
た
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
多
く

の
地
区
民
の
希
望
が
あ
る
が
。

　
　

国
の
承
認
を
得
る
の
に

３
号
線
が
２
車
線
あ
る
の
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
５

年
間
で
３
㎞
、
上
流
側
か
ら

の
工
事
に
な
る
。

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
整
備

の
目
的
と
計
画
は
。

　
　

災
害
に
備
え
緊
急
輸
送

路
は
基
本
無
電
柱
化
に
。
折

立
地
区
は
無
電
柱
。
志
津
川

市
街
地
も
地
下
配
線
に
。

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
算
定

誤
り
等
も
あ
っ
た
が
、
滞
納

は
。

　
　

46
世
帯
で
５
０
０
万
円

あ
る
。
滞
納
理
由
は
様
々
。

丁
寧
に
対
応
し
た
い
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
地
域

の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に
、

防
災
士
資
格
取
得
の
補
助
制

度
の
整
備
を
。

　
　

防
災
士
の
育
成
は
重
要

で
、
前
向
き
に
進
め
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
発
着
所
の
再
考

は
。

　
　

各
学
校
の
安
全
担
当
教

員
と
検
討
委
員
会
を
組
織
。

　
　

他
の
交
通
機
関
を
使
っ

た
代
替
の
考
え
は
。

　
　

町
民
バ
ス
を
活
用
し
、

Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
の
連
携
な
ど
を
検

討
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
復
興

事
業
10
年
の
令
和
２
年
度
で

運
行
が
終
わ
る
の
か
。

　
　

復
興
予
算
が
今
後
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
安
全

面
が
整
え
ば
徒
歩
と
な
る
区

間
も
出
る
。

乗
り
合
い
バ
ス
、
運
行

に
工
夫
を  

　
︿
総
務
費
﹀

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
増  

　
　
　
　
　  

︿
総
務
費
﹀

災
害
援
護
資
金
、
返
済
へ  

　
　
　
　
　  

︿
民
生
費
﹀

敬
老
会
の
現
状
は  

　
　

　
　
　  

　
　
︿
民
生
費
﹀

保
育
士
不
足
は  

　
　
　

　
　  

　
　
　
︿
民
生
費
﹀

ご
み
集
積
所
、
補
助
は  

　
　
　
　
　    

︿
衛
生
費
﹀

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　
　    

︿
衛
生
費
﹀

看
護
師
不
足
解
消
な
る
か  

　
　
　
　
　  

︿
衛
生
費
﹀

み
や
ぎ
環
境
税
の
使
い
道  

　
　    

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

答 問
　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
畜
産

農
家
が
経
営
安
定
に
利
用
で

き
る
制
度
は
な
い
か
。

　
　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

が
あ
る
が
、
協
議
会
を
作
る

必
要
が
あ
る
。
検
討
し
た
い
。

畜
産
業
の
現
状
は  

　
　

　  

　  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

汚
染
牧
草
処
理  

　
　
　  

　  

　  

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

台
湾
と
の
国
際
交
流
促
進  

　
　
　
　
　  

︿
商
工
費
﹀

戸
倉
の
に
ぎ
わ
い
作
り
は  

　
　
　
　
　  

︿
商
工
費
﹀

起
業
支
援
補
助
金  

　
　

　
　
　  

　
　
︿
商
工
費
﹀

横
断
１
号
線
、
工
期
は  

　
　
　
　
　  

︿
土
木
費
﹀

無
電
柱
化
、
ど
こ
ま
で  

　
　
　
　
　  

︿
土
木
費
﹀

町
営
住
宅
の
滞
納
は  

　

　
　
　
　
　  

︿
土
木
費
﹀

防
災
士
の
資
格
取
得
の

後
押
し
を      

︿
教
育
費
﹀

ス
ク
ー
ル
バ
ス
か
ら
徒

歩
へ  

　
　    

︿
教
育
費
﹀

７
万
人
を
超
え
た
が
、
当
町

は
。

　
　

14
名
の
方
が
１
０
０
歳

以
上
。
最
高
齢
は
１
０
２
歳
。

潮
騒
ま
つ
り

スクールバス



答 問

答 問

答 問

答 問答 問問

答 問

予算

予算

予算

予算

予算

南三陸町議会だより 第55 号 ●６南三陸町議会だより 第55 号●７

平
成
30 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
黒

字
が
出
て
い
る
が
、
国
民
健

康
保
険
税
の
今
後
は
。

　
　

当
町
の
国
保
税
は
県
内

で
も
高
い
水
準
に
あ
る
。
県

の
方
針
で
本
年
度
よ
り
資
産

割
り
を
外
し
て
あ
る
。
い
ろ

い
ろ
調
整
し
、
引
き
下
げ
の

方
向
で
検
討
し
た
い
。

国
民
健
康
保
険

︽
特
別
会
計
︾

︽
特
別
会
計
︾

町
民
負
担
の
引
き
下
げ
は

払
川
ダ
ム
の
水
利
用

議
案
一
覧 

〜 

９
月
定
例
議
会

工事

人事

９月定例議会　議案一覧　３５件　
（条例７件、工事８件、賠償１件、人事２件、予算１６件、発委〔委員会提出議案〕１件）

条例

条例

条例

条例

工事

工事

工事

人事

工事

工事

工事

工事

条例

条例

条例

議案第８８号

議案第８９号

議案第９０号

議案第９１号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第９５号
　 

議案第９６号
　 

議案第９７号

議案第９８号

議案第９９号

議案第100 号

議案第101 号

議案第102 号

議案第103 号

議案第104 号

議案第105 号

議案第106 号

議案第107 号

報告第  ５ 号

報告第  ６ 号

認定第  １ 号

認定第  ２ 号

認定第  ３ 号

認定第  ４ 号

認定第  ５ 号

認定第  ６ 号

認定第  ７ 号

認定第  ８ 号

認定第  ９ 号

認定第１０号

議案第108 号

議案第109 号

発委第  １ 号

印鑑の登録及び証明に関する条例改正。

職員の給与に関する条例改正。

都市公園条例の改正。→P.８

給水条例の改正。→P.８

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例改正。→P.８

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例改正。→P.８

行政不服審査関係手数料条例の改正。

町道入谷横断１号線道路改良工事を（株）山健重機と５，７２４万円で契約締結。
工期令和 2 年 3 月まで 。

西戸橋橋梁災害復旧工事を（株）阿部伊組と２，７６６万円増額し、2 億７，６０５万円で変
更契約締結。工期令和 3 年 3 月まで。

長清水橋（上部工）橋梁災害復旧工事を東日本コンクリート（株）と４４９万円減額し、６，
１９２万円で変更契約締結。工期令和元年 10 月まで。

寄木橋及び寄木線外 2 路線道路災害復旧工事を（株）阿部伊組と２０万円増額し、６億３，
３０１万円で変更契約締結。工期令和元年 9 月まで。

田浦漁港海岸防潮堤災害復旧等工事を（株）阿部伊組と１億６，２５２万円増額し、２１億２，
２７２万円で変更契約締結。工期令和 3 年 2 月まで。

折立漁港海岸防潮堤右岸災害復旧工事を只野建設・サトー工務店特定建設工事共同企業体と
１３億８，００１万円増額し、３２億１，６０１万円で変更契約締結。工期令和 3 年 2 月まで。

町道路線 （浪板線）の変更。

教育委員会教育長の任命。任期満了に伴い、齊藤明氏を再任。→P.８

教育委員会委員の任命。任期満了に伴い、小島孝尋氏の後任に阿部吉文氏を任命。→P.８

令和元年度一般会計補正予算（第２号）。→P.９

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。→P.９

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第１号）。→P.９

令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）。→P.９

平成３０年度決算に基づく健全化判断比率について。

平成３０年度決算に基づく資金不足比率について。

平成３０年度一般会計歳入歳出決算の認定。→P.２

平成３０年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度市場事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定。→P.３

平成３０年度水道事業会計決算の認定。→P.３

平成３０年度病院事業会計決算の認定。→P.３

平成３０年度訪問看護ステーション事業会計決算の認定。→P.３

入谷公民館新築工事を志津川建設（株）と 1 億２，９６０万円で契約締結。
工期令和 2 年 3 月まで。

自然環境活用センター改修工事を志津川建設（株）と１４４万円増額し、７，９２０万円で
変更契約締結。工期令和元年 11 月まで。

人口減少対策、とりわけ移住・定住促進及び結婚支援に対する施策の拡充を求める意見書案。→P.17

予算

財産

介
護
保
険

市
場
事
業

水
道
事
業

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

議員名

案件名

議案第９０号

議  

決  

結  

果

採　決　結　果

反
　
　
対

　
　
　
　

賛
　
　
成

三

浦

清

人

山  

内  

昇  

一

後

藤

清

喜

山

内

孝

樹

菅

原

辰

雄

星

喜

美

男

髙

橋

兼

次

今

野

雄

紀

村

岡

賢

一

及

川

幸

子

佐

藤

正

明

後
藤
伸
太
郎

千

葉

伸

孝

佐

藤

雄

一

倉

橋

誠

司

須

藤

清

孝

○○○○○○
×

○

×

○○○○○○
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予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

予算

発委

滞
納
解
消
の
努
力
を

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
納
税

の
意
思
は
あ
る
の
に
、
納
税

困
難
な
世
帯
へ
の
救
済
措
置

は
。

　
　

町
独
自
の
施
策
は
な
い

が
、
滞
納
シ
ス
テ
ム
で
把
握

で
き
て
い
る
。
個
々
に
応
じ

て
納
税
相
談
し
て
い
る
。

保
険
料
、
近
隣
と
の

比
較
は

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
当
町

の
水
準
と
今
後
の
保
険
料
は
。

　
　

県
平
均
よ
り
少
し
上
に

あ
る
。
第
八
期
の
保
険
料
策

定
に
向
け
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
、

全
体
の
給
付
料
を
推
計
す
る
。

保
険
料
が
上
が
ら
な
い
よ
う

財
源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

お
む
つ
支
給
を

課
税
世
帯
に
も

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
課

税
・
非
課
税
の
住
み
分
け
で

午
後
競
り
な
く
な
る

影
響
は

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
朝
競

り
だ
け
に
な
る
事
で
の
使
用

量
落
ち
込
み
や
、
貸
事
務
所

の
解
約
は
な
い
の
か
。

　
　

原
則
と
し
て
午
後
競
り

は
し
な
い
が
、
主
力
魚
種

（
サ
ケ
・
タ
コ
・
タ
ラ
）
の

最
盛
期
は
お
こ
な
う
。
７
，

８
割
が
朝
競
り
な
の
で
、
大

き
な
影
響
は
な
い
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
主
力

魚
種
の
水
揚
げ
が
減
少
し
た

場
合
の
対
策
は
。

　
　

湾
内
根
魚
の
減
少
や
気

候
変
動
に
対
し
、
漁
協
青
年

部
に
よ
る
ひ
じ
き
養
殖
へ
の

挑
戦
や
、
大
学
な
ど
の
調
査

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

長
期
対
策
と
し
て
、
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

水
利
権
の
扱
い
は

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
水
利

権
の
取
得
先
と
利
用
状
況
は
。

　
　

払
川
ダ
ム
の
水
利
権
を

県
か
ら
取
得
し
、
二
十
年
で

償
却
す
る
。
水
道
水
と
し
て

の
取
水
は
し
て
い
な
い
が
、

緊
急
時
に
行
使
す
る
権
利
を

保
持
し
て
い
る
。

答 な
く
、
町
独
自
の
支
給
の
考

え
は
。

　
　

合
併
以
前
は
、
両
町
と

も
一
般
会
計
に
て
設
計
さ
れ

て
い
た
。
制
度
の
変
化
に
伴

い
現
在
の
形
が
あ
る
。
町
が

全
て
を
担
う
と
、
保
険
料
に

は
ね
返
る
。
納
税
理
解
を
得

ら
れ
る
範
囲
で
考
え
て
い
く
。

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
利
用
の
効
果
は
。

　
　

志
中
・
歌
中
で
の
実
積

は
、
７
〜
10
％
の
利
用
に
と

ど
ま
っ
た
。

答 問
　

（
山
内
孝
樹
委
員
）
館
内

の
魚
竜
化
石
の
把
握
と
所
有

は
。

　
　

町
か
ら
貸
し
出
し
は
な

く
、
個
人
の
持
ち
物
と
思
う

が
内
容
は
解
ら
な
い
。

答 問
　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
南
三

陸
町
の
道
路
工
事
で
県
の
指

名
停
止
業
者
に
対
す
る
町
の

対
応
は
。

　
　

町
も
業
者
を
指
名
停
止

と
し
た
。

答 問
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
商
工

会
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ

の
補
助
支
援
の
内
容
は
。

　
　

平
成
28
年
か
ら
５
カ
年

の
事
業
で
、
南
三
陸
商
工
会

と
株
式
会
社
エ
ス
カ
の
２
社

を
認
定
し
た
。
協
力
隊
へ
の

創
業
の
事
業
展
開
の
フ
ォ
ロ

ー
を
し
、
地
域
の
活
性
化
と

定
住
を
目
指
し
て
も
ら
う
。

答 問
　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
報
告

書
の
内
容
と
委
託
先
は
。

　
　

震
災
時
の
職
員
の
行
動

を
整
理
し
、
後
世
に
課
題
・

教
訓
と
し
て
保
存
す
る
。
調

査
は
東
北
大
と
災
害
科
学
国

際
研
究
所
の
共
同
研
究
で
ま

と
め
た
。

ス
タ
デ
ィ
ー
サ
プ
リ
の
効

果
は  　

    　

︿
教
育
費
﹀

か
も
め
館
で
の
化
石
展
示

の
詳
細
は
　   

︿
教
育
費
﹀

復
興
工
事
に
お
け
る
指
名

停
止    

　  

　  

︿
復
興
費
﹀

創
業
支
援
の
あ
り
方
と
は  

　
　

  　
　

    
︿
復
興
費
﹀

震
災
初
動
対
応
検
証
報
告

と
は  　
　

    

︿
復
興
費
﹀

か
も
め
館
魚
竜
化
石



答問

答

問答

問

問答

問答 問答

答 問

答 問

答 問 答 問

南三陸町議会だより 第55 号 ●８南三陸町議会だより 第55 号●９

戸倉保育所運動会

「みちのくGOLD浪漫」認定
志津川袖浜の荒澤神社に伝わる社宝で、金字で書かれた
経典。紺紙金泥一切経の経典が奉納されている。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
高
校

ま
で
の
通
学
路
の
安
全
面
に

関
し
て
は
、
大
丈
夫
か
。

　
　

こ
の
エ
リ
ア
は
工
事
続

行
中
な
の
で
、
し
っ
か
り
と

工
事
業
者
と
連
携
を
密
に
と

り
、
歩
行
者
動
線
で
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮

し
て
い
く
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
公
園

が
３
つ
の
字
（
あ
ざ
）
に
ま

た
が
っ
て
い
る
が
、
後
で
支

障
が
出
な
い
か
。

　
　

字
が
複
数
で
も
町
と
し

て
区
域
を
把
握
し
て
い
る
限

り
に
お
い
て
、
な
ん
ら
問
題

は
な
い
。

町
管
理
都
市
公
園
に

震
災
復
興
祈
念
公
園

を
追
加

討
論

反 

対

　

  

︵
今
野
雄
紀
議
員
︶

震
災
風
化
防
止
の
仕
掛

け
は
数
々
あ
る
公
園
だ

が
、
犠
牲
に
な
っ
た
方

た
ち
、
残
さ
れ
た
方
の

た
め
の
鎮
魂
と
い
う
仕

掛
け
が
感
じ
ら
れ
な
い

公
園
。
言
葉
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
祈
念
公
園
の

﹁

祈

﹂

を

記

念

日

の

﹁
記
﹂
に
変
え
る
、
祈

念
を
と
っ
て
震
災
復
興

公
園
に
変
え
る
な
ど
の

名
称
の
変
更
を
望
み
反

対
。

　
　

︵
後
藤
伸
太
郎
議

員
︶
こ
の
町
に
生
き
る

人
間
と
し
て
、
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
は
大
切

な
こ
と
。
町
民
の
多
く

が
町
が
復
興
を
経
て
大

き
く
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
祈
る
場
と
し
て
整

備
す
る
の
で
、
名
前
も

適
当
と
考
え
、
賛
成
。

賛 
成

算
正補

予
９月定例会

電
気
柵
で
被
害
対
策

議
案議

審
９月定例会

復興祈念公園
　　　　整備着々と
復興祈念公園
　　　　整備着々と

保
育
の
無
償
化
開
始

可
決

起
立
採
決
の
結
果

　
賛
成
13
人

　
反
対
２
人

人 

事

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
に

係
る
制
度
対
応
に
よ
る

条
例
改
正
で
、
幼
児
の

教
育
、
保
育
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
少
子
化
対

策
を
推
進
す
る
た
め
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
民

間
・
公
立
問
わ
ず
、
こ
の
制

度
が
該
当
に
な
る
の
か
。

　
　

10
月
か
ら
は
民
間
・
公

立
問
わ
ず
、
保
育
料
は
基
本

的
に
ゼ
ロ
と
な
る
。
例
外
は
、

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
未
満

児
で
、
町
民
税
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
。

た
だ
し
、
食
材
料
費
に
つ
い

て
は
別
途
負
担
に
な
る
。

給
水
工
事
事
業
者
に

更
新
制
導
入
。

　
　
　︵
５
年
ご
と
︶

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
工

事
事
業
者
数
は
。
ま
た
、
手

数
料
を
１
万
円
と
設
定
し
た

根
拠
は
。

　
　

事
業
者
数
は
１
１
６
社
。

そ
の
う
ち
町
内
業
者
は
24
社
。

更
新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
存
す
る
事
業
所
も
把
握
で

き
、
時
代
に
沿
っ
た
技
術
者

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

更
新
制
を
導
入
す
る
。
１
万

円
は
、
事
務
手
続
き
と
更
新

時
講
習
の
必
要
経
費
を
計
算

し
て
の
数
字
。

︻
教
育
長
︼

　
引
き
続
き
齊
藤
明
氏
を

︻
教
育
委
員
会
委
員
︼

　
小
島
孝
尋
氏
の
後
任
に

　
阿
部
吉
文
氏
を
任
命

　
震
災
で
犠
牲
と
な
っ
た
方

々
へ
の
追
悼
と
鎮
魂
、
記
憶

を
伝
承
す
る
場
が
整
備
さ
れ

る
祈
念
公
園
。
11
月
末
に
祈

り
の
丘
が
完
成
。
12
月
に
一

部
開
園
。

　
適
正
管
理
を
行
う
た
め
、

都
市
公
園
条
例
に
追
加
す
る
。

  予算の使い道に
　　　　  様々な指摘

８億６７００万円を追加し、３４２億８９００万円

通常分９０億２５００万円、震災復興分２５２億６３００万円

一
般
会
計

保
育
無
償
化
へ
の
対

応
は

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
保

育
の
無
償
化
で
国
・
県
か
ら

の
事
務
作
業
が
煩
雑
に
な
り
、

統
制
が
取
れ
る
か
心
配
が
あ

る
。
新
制
度
に
対
応
で
き
る

体
制
が
整
っ
て
い
る
か
。

　
　

無
償
化
に
つ
い
て
は
、

消
費
税
増
税
分
を
財
源
と
国

は
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

国
・
県
・
町
も
含
め
て
負
担

し
て
い
た
保
育
所
の
運
営
費

に
つ
い
て
は
変
わ
り
な
い
。

戸
倉
地
区
に
慰
霊
の

場
を
整
備

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
戸
倉

地
区
の
慰
霊
場
所
の
設
計
は

あ
ら
か
じ
め
完
成
形
の
構
想

で
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

地
区
の
方
々
と
相
談
し

て
い
る
が
、
公
民
館
の
東
側

の
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
一
部
山
林
も
含
ま
れ
る
と

思
う
。
今
後
設
計
段
階
で
地

域
の
皆
さ
ん
と
相
談
す
る
。

交
流
人
口
拡
大
を

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
み
ち

の
く
ゴ
ー
ル
ド
浪
漫
が
日
本

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
が
、
交

流
人
口
拡
大
に
繋
げ
て
い
く

上
で
有
効
な
手
段
だ
。
今
後

も
っ
と
上
を
目
指
せ
る
材
料

に
な
る
の
で
は
。

　
　

認
定
日
が
５
月
20
日
、

副
町
長
が
国
立
博
物
館
で
認

定
証
を
授
与
さ
れ
、
７
月
12

日
に
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
文
化

集
会
所
改
修
へ
の
補

助
は

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
寺
浜

集
会
所
の
整
備
で
３
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
と
方
向
性
は
。

　
　

寺
浜
地
区
の
集
会
施
設

の
整
備
、
改
修
工
事
で
あ
る
。

ま
だ
内
容
は
明
確
で
は
な
い

安
全
な
教
育
環
境
を

　

（
菅
原
辰
雄
議
員
）
名
足

小
に
転
落
防
止
用
ネ
ッ
ト
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

学
校
は
安
心
安
全
が
担
保
さ

れ
て
当
然
だ
と
思
う
。
な
ぜ

今
の
時
期
に
工
事
費
が
計
上

に
な
っ
た
の
か
。

　
　

今
年
度
に
な
っ
て
新
入

生
を
迎
え
入
れ
て
教
育
活
動

を
や
っ
て
い
る
中
、
学
校
か

ら
の
要
望
が
あ
り
、
今
回
の

予
算
の
計
上
に
な
っ
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
は

　

（
星
喜
美
男
議
員
）
チ
ャ

レ
ン
ジ
農
業
で
新
規
の
立
ち

上
げ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

の
も
一
つ
だ
が
、
鳥
獣
被
害

へ
の
対
応
も
し
っ
か
り
と
フ

ォ
ロ
ー
し
て
、
新
規
ブ
ラ
ン

ド
を
確
実
な
も
の
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
公

共

下

水

道

事

業
、
介
護
保
険
、
国

民
健
康
保
険
の
３
特

別
会
計
補
正
予
算

は
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

鳥
獣
被
害
と
い
う
中
で

の
支
援
は
補
助
対
象
経
費
の

中
に
被
害
防
止
等
の
経
費
も

盛
り
込
み
な
が
ら
制
度
設
計
。

あ
と
は
要
綱
の
ほ
う
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

庁
の
補
助
事
業
を
使
っ
て
協

議
会
の
中
で
や
っ
て
い
く
の

で
、
実
際
の
事
業
は
来
年
度

当
初
予
算
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
形
に
な
る
。

が
、
予
算
規
模
で
９
０
０
万

円
程
度
か
か
る
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
三
分
の
一
の
３
０

０
万
円
を
補
助
す
る
も
の
。
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答
　
　

職
員
の
不
祥
事
の
連
続

発
生
の
防
止
策
は
。

　
　

問
題
発
生
の
都
度
管
理

監
督
者
を
含
む
処
分
な
ど
、

対
策
防
止
に
向
け
対
応
を
図

っ
て
い
る
。

　

職
員
個
々
の
資
質
の
向
上

や
、
組
織
間
の
連
携
強
化
、

法
令
遵
守
を
第
一
意
と
す
る

組
織
の
確
立
を
進
め
て
い
る
。

　
　

若
手
職
員
の
指
導
は
。

　
　

自
己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
て
、
研
修
を
若

手
職
員
主
体
に
よ
り
自
主
的

に
開
催
さ
れ
、
不
適
正
事
案

の
再
発
防
止
は
も
と
よ
り
、

職
員
の
管
理
と
公
園
整
備
は
適
切
か

問題多発対策

町
長
　
顧
問
弁
護
士
と
法
廷
で
争
う

公
務
員
倫
理
の
視
点
に
お
い

て
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
　

な
ぜ
、
二
回
の
不
祥
事

発
生
を
上
司
は
防
げ
な
か
っ

た
の
か
。

　
　

日
常
の
上
で
指
導
管
理

は
し
て
い
る
が
、
事
務
処
理

の
能
力
が
追
い
つ
か
ず
、
意

図
的
に
箱
に
詰
め
て
い
た
。

　
　

上
司
の
管
理
の
不
行
届

き
も
あ
り
、
懲
戒
処
分
に
は

あ
た
ら
な
い
の
で
は
。

　
　

一
回
目
は
文
書
注
意
で

あ
り
、
再
犯
と
し
て
規
定
上

戒
告
は
妥
当
で
あ
る
。

　
　

顧
問
弁
護
士
の
必
要
性

は
。

　
　

町
の
行
政
・
復
興
に
関

す
る
法
解
釈
や
、
個
別
の
事

案
に
適
切
な
対
応
の
あ
り
方

に
対
し
、
随
時
相
談
の
上
助

言
を
受
け
る
な
ど
、
法
律
相

談
に
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
。

千葉 伸孝 議員

　
　

顧
問
弁
護
士
の
町
民
利

点
は
。

　
　

町
民
皆
様
の
権
利
利
益

の
保
護
に
つ
な
が
り
、
適
切

か
つ
円
滑
な
行
政
運
営
を
進

め
て
い
る
。

　
　

顧
問
弁
護
士
料
は
。

　
　

年
間
顧
問
料
と
個
別
の

問

※

ポ
ン
チ
絵…

概
略
図
、

構
想
図
。
イ
ラ
ス
ト
や

図
を
使
っ
た
概
要
を
ま

と
め
た
企
画
書
。

職
員
の
不
祥
事
と
顧
問
弁
護
士

に
つ
い
て
問
う

委
託
業
務
を
含
め
て
２
５
０

万
円
。

　
　

町
内
事
業
所
の
提
訴
の

指
摘
は
。

　
　

志
津
川
地
区
の
土
地
区

画
整
理
事
業
は
適
法
と
認
識
。

　
　

兵
庫
県
西
宮
市
か
ら
の

阪
神
淡
路
大
震
災
に
携
わ
っ

た
派
遣
職
員
か
ら
町
長
は
何

を
学
ん
だ
の
か
。

　
　

様
々
な
分
野
で
知
見
を

生
か
し
、
復
興
事
業
を
進
め

て
き
た
。
一
対
一
で
直
接
話

は
し
て
い
な
い
。

　
　

当
初
の
復
興
計
画
避
難

路
が
、
志
津
川
地
区
の
旧
市

場
か
ら
上
の
山
へ
の
構
想
な

ど
多
く
の
計
画
変
更
は
な
ぜ

か
。

　
　

震
災
直
後
の
計
画
図
は

※

ポ
ン
チ
絵
み
た
い
な
状
況

で
、
避
難
路
も
含
め
当
然
変

わ
っ
て
当
た
り
前
。

　
　

八
幡
川
西
岸
の
南
側
エ

リ
ア
の
今
後
の
整
備
は
。

　
　

南
側
の
土
地
整
備
は
町

工
事
で
、
平
成
32
年
度
末
の

復
興
期
間
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
　

南
側
の
工
事
内
容
は
。

　
　

自
然
観
察
の
場
所
と
設

定
し
、
駐
車
場
整
備
と
排
水

処
理
施
設
工
事
を
行
う
。
一

定
程
度
の
宅
地
整
備
及
び
、

道
路
・
緑
化
の
基
盤
工
事
を

す
る
。

　
　

防
潮
堤
工
事
に
つ
い
て

は
。

　
　

県
工
事
に
お
い
て
も
32

年
度
末
を
目
指
し
頑
張
っ
て

い
る
。

　
　

公
園
内
の
事
業
所
の
土

地
も
強
制
収
用
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
話
し
合
い
で
の
解
決

は
で
き
な
い
の
か
。

　
　

こ
の
問
題
は
基
本
的
に

は
、
町
民
の
不
利
益
で
あ
り

行
政
で
は
な
い
。
そ
う
い
う

観
点
で
、
適
法
で
や
っ
て
い

く
。

答 問

答

問

問

答

　　　　　　
　　　　　　

問

　
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８

年
半
が
過
ぎ
た
。
三
陸
沿
岸

を
空
か
ら
見
る
と
む
き
出
し

の
土
地
が
多
く
目
に
つ
く
。

復
興
は
10
年
で
終
わ
ら
な
い
。

復
興
に
は
経
済
効
果
が
不
可

欠
で
、
優
遇
施
策
が
求
め
ら

れ
る
。
10
月
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
増
税
と
な
る
が
、
食

料
品
は
軽
減
税
率
が
適
用
さ

れ
例
外
的
に
８
％
の
ま
ま
据

え
置
か
れ
る
。
被
災
地
が
手

を
組
ん
で
今
後
の
復
興
の
た

め
に
例
外
的
に
被
災
地
で
の

全
品
目
に
軽
減
税
率
適
用
を

求
め
て
は
ど
う
か
。

ここが聞きたい
　９月定例議会では、６人の議員が11項目について一般質問を行
い、各分野のさらなる復興について議論が展開されました。
（一般質問の本文は、質問者の原文のとおり掲載しています。）

一般
質問

復
興
の
た
め
全
品
目
に
軽
減
税
率
を

税務特区

町
長
　
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

　
　

国
で
は
東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
区
域
法
を
制
定
し
、

固
定
資
産
税
課
税
免
除
ま
た

は
不
均
一
課
税
を
可
能
と
し

た
。
当
町
で
は
県
や
関
係
市

町
と
共
同
で
民
間
投
資
促
進

特
区
を
制
定
し
、
さ
ら
に
町

独
自
で
観
光
特
区
を
設
定
す

る
な
ど
、
制
度
を
最
大
限
に

活
用
し
た
優
遇
施
策
を
講
じ

て
き
た
。
被
災
地
だ
け
が
特

区
を
設
定
し
、
全
品
目
に
軽

減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
は
、

消
費
増
税
の
負
担
を
せ
ず
に

恩
恵
だ
け
を
享
受
す
る
こ
と

に
な
り
国
民
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
と
考
え
る
。

　
　

イ
タ
リ
ア
に
リ
ビ
ー
ニ

ョ
町
と
い
う
名
の
山
間
部
の

へ
き
地
が
あ
る
。
恩
恵
を
与

え
る
た
め
に
消
費
税
が
０
％

に
設
定
さ
れ
話
題
に
な
り
、

週
末
は
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

倉橋 誠司 議員

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

答 て
い
て
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
会
場
に
も
選
ば
れ
た
。
魚

竜
で
関
係
の
あ
る
ベ
ザ
ー
ノ

町
の
近
く
に
も
免
税
地
区
が

あ
る
。
参
考
に
な
る
の
で
は
。

　
　

被
災
地
は
東
日
本
大
震

災
だ
け
で
な
く
、
熊
本
地
震
、

鳥
取
地
震
、
大
雨
豪
雨
な
ど

さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
こ
の
地
域

だ
け
が
特
別
と
い
う
の
は
残

念
な
が
ら
難
し
い
。

﹁
町
の
復
興
事
業
は
違
法
﹂
と
記
事
に
あ
る
が

町
長
　
適
法
と
の
認
識
で
対
応
し
て
い
き
た
い

復興事業
　
　

７
月
に
﹁
町
の
復
興
事

業
は
違
法
﹂
と
い
う
見
出
し

で
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

報
道
を
受
け
町
民
は
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
訴
訟
に
対
し

て
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

す
で
に
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
５
月
13
日
付
け
で
当

町
を
被
告
と
す
る
換
地
処
分

等
無
効
確
認
等
請
求
の
訴
え

が
仙
台
地
方
裁
判
所
に
対
し

て
な
さ
れ
た
。
訴
え
の
内
容

は
、
当
町
が
行
っ
た
換
地
処

分
の
無
効
確
認
な
ど
を
求
め

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
町

の
事
務
事
業
は
い
ず
れ
も
適

法
と
の
認
識
の
も
と
に
執
り

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
考
え
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

　
　

復
興
祈
念
公
園
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
に
土
地
交
換

に
向
け
た
説
明
会
を
行
い
、

復
興
庁
に
区
画
整
理
を
お
願

い
し
た
が
認
め
て
も
ら
え
な

か
っ
た
の
で
、
土
地
交
換
で

お
願
い
し
た
い
と
の
説
明
に

八
幡
川
西
側
の
人
達
か
ら
不

公
平
感
が
強
く
示
さ
れ
紛
糾

し
た
と
聞
く
が
。

　
　

２
回
ほ
ど
説
明
会
を
実

施
し
た
。
一
部
の
方
で
納
得

が
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

な
か
な
か
会
議
が
閉
め
ら
れ

な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
。

そ
の
際
の
説
明
と
し
て
、
復

興
庁
と
も
協
議
を
し
た
結
果

復
興
祈
念
公
園
に
す
る
と
い

う
こ
と
で
個
別
に
何
度
も
説

得
を
し
て
、
最
終
的
に
は
今

の
形
に
な
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
免
税
地
区

リ
ビ
ー
ニ
ョ
町

志
津
川
地
区
の
八
幡
川
西
岸
の
土
地
問

題
の
地
元
事
業
所
か
ら
の
提
訴
を
問
う



問

問

答 問 答 問答 問

問 問答

答 問

答 答 問問

答答 問問

答

答答 問

問

問 問

問

問

答

問

問

問
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待ったなし、邁進するのみ

答 問

答

文
化
財
な
ど
の
整
備
を
早
期
に

教
育
長
　
状
況
確
認
し
適
宜
対
応
状
況
で
あ
る

文化財保護

　
　

防
潮
堤
工
事
で
、
９
月

時
点
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

17
漁
港
18
工
区
で
の
平

均
は
31
％
で
あ
り
、
全
工
区

で
基
礎
部
分
を
施
工
中
で
あ

る
。
田
の
浦
・
折
立
・
藤
浜

漁
港
で
は
本
体
工
事
に
と
り

か
か
っ
て
い
る
。

　
　

進
捗
は
伸
び
て
い
る
と

思
う
が
、
上
・
下
限
の
差
は
。

　
　

折
立
右
岸
漁
港
の
進
捗

は
54
％
で
最
後
に
契
約
し
た

港
漁
港
は
３
％
で
あ
る
。

　
　

現
時
点
で
３
％
と
は
厳

し
い
状
況
で
は
。
内
容
は
。

　
　

防
潮
堤
の
工
事
で
は
延

長
が
短
く
高
さ
も
低
い
。
施

工
期
間
内
に
収
め
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

10
月
に
は
消
費
税
が
10

％
に
な
る
。
出
来
高
確
認
や

検
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　

９
月
末
時
点
で
出
来
高

を
確
認
し
、
仕
分
け
を
考
え

て
い
る
。

　
　

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
単
価

変
動
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　

一
部
の
現
場
で
適
用
の

佐藤 正明 議員

問

願
い
は
あ
る
。
進
展
は
な
い

が
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

施
工
者
か
ら
、
変
更
が

発
生
し
た
場
合
な
ど
は
協

議
・
指
示
書
を
基
に
施
工
を

実
施
。
最
終
変
更
で
は
対
象

外
と
さ
れ
る
事
が
あ
る
。
課

長
を
初
め
担
当
者
ま
で
捺
印

し
て
い
る
。
協
議
や
指
示
書

は
無
意
味
と
思
う
が
。

　
　

設
計
変
更
で
処
理
の
で

き
る
工
種
、
で
き
な
い
工
種

は
明
確
に
伝
え
て
い
る
。

防
潮
堤
工
事
の
進
捗
状
況
は

町
長
　
復
興
・
創
生
期
間
の
完
成
を
目
指
す

防潮堤工事

　
　

指
定
さ
れ
て
い
る
文
化

財
な
ど
、
現
在
の
整
備
や
維

持
管
理
の
状
況
は
。

　
　

町
文
化
財
保
護
条
例
で

は
、
所
有
者
の
同
意
を
受
け
、

管
理
を
規
定
し
て
い
る
。
現

在
は
、
順
次
、
指
定
文
化
財

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
適

宜
対
応
し
て
い
る
状
況
。
収

蔵
場
所
の
管
理
は
東
北
歴
史

博
物
館
の
協
力
を
得
な
が
ら

収
蔵
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。

　
　

指
定
場
所
の
表
示
板
や

標
柱
な
ど
が
、
腐
っ
て
倒
れ

て
い
る
状
況
だ
。

　
　

指
定
箇
所
の
確
認
や
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

戸
倉
地
区
か
ら
順
次
10
基
ず

つ
終
わ
る
ま
で
対
応
す
る
。

　
　

見
積
徴
収
が
不
落
と
工

事
で
設
置
が
出
来
な
い
な
ど

と
言
っ
て
い
る
が
、
地
域
の

文
化
と
歴
史
で
あ
る
。
次
の

設
置
場
所
な
ど
を
考
え
て
は
。

　
　

ま
だ
ま
だ
確
認
で
き
て

祈
念
の
﹁
祈
﹂
を

外
し
て
の
名
称
を

町
長
　
引
き
続
き

同
様
の
名
称
で

復興公園

答 問答

答

答

答 問

答

問

答答

答

答
　
　

マ
チ
ド
マ
の
今
後
の
使

い
方
は
。

　
　

現
在
、
主
催
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
、

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。
今
後
は
、
町
特
産
物

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
産
業
振
興
の
場

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

文
化
や
芸
術
の
場
へ
は
。

　
　

行
政
庁
舎
で
は
あ
る
が
、

利
用
に
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。

　
　

仮
庁
舎
の
建
設
課
な
ど

の
マ
チ
ド
マ
へ
の
移
設
は
。

　
　

空
い
て
い
る
か
ら
と
い

っ
て
、
持
っ
て
は
こ
な
い
。

協
力
隊
員
た
ち
の
サ
テ
ラ
イ
ト
に

マチドマ

町
長
　
積
極
的
な
理
由
は
見
出
せ
な
い

　
　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
は
販

売
機
を
置
い
て
お
く
だ
け
か
。

　
　

当
分
は
自
販
機
対
応
に

な
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
活

動
の
見
え
る
化
は
。

　
　

彼
ら
が
仕
事
を
し
や
す

い
環
境
で
あ
れ
ば
い
い
。

　
　

喫
煙
所
と
し
て
使
え
な

い
か
。

今野 雄紀 議員

答

問

　役場の顔、この広い空間を集い、憩いの場に

　
　

４
月
の
法
律
改
正
で
、

公
共
施
設
内
は
禁
止
に
。

　
　

簡
易
的
な
ブ
ッ
ク
カ
フ

ェ
に
で
き
な
い
か
。

　
　

本
を
汚
さ
れ
そ
う
だ
。

　
　

庁
舎
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
つ
く
り
、
知
恵
を
し
ぼ

っ
て
は
。

　
　

我
々
は
仕
事
が
第
一
。

利
用
し
た
い
と
い
う
立
場
が

違
う
。

答 問

い
な
い
部
分
が
あ
り
、
総
合

的
な
整
備
計
画
を
し
っ
か
り

積
み
上
げ
、
順
次
や
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

文
化
財
保
護
条
例
に
お

い
て
、
維
持
管
理
は
所
有
者

等
が
負
担
と
い
う
事
は
。

　
　

文
化
財
・
遺
跡
な
ど
は

再
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、
費
用
は

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
応
じ
た

制
度
設
計
を
考
え
た
い
。

　
　

整
備
箇
所
が
多
く
あ
る

が
、
予
算
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
。

　
　

志
津
川
地
区
で
着
手
で

き
る
か
わ
か
ら
な
い
場
所
が

あ
り
、
確
認
し
な
が
ら
予
算

を
執
行
し
て
い
き
た
い
。

　
　

地
域
文
化
か
ら
生
き
抜

く
知
恵
を
学
ぶ
と
あ
る
が
。

　
　

地
域
文
化
の
学
習
で
年

２
回
地
域
め
ぐ
り
を
行
い
、

文
化
財
等
の
勉
強
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　

復
興
・
創
生
期
間
ま
で

に
完
成
出
来
な
い
場
合
の
対

応
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　

現
在
は
創
生
期
間
内
で

完
成
さ
せ
る
の
が
目
標
で
あ

り
、
完
成
に
向
か
っ
て
発
注

者
・
受
注
者
が
邁
進
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。

早期の建て替えを

生
ゴ
ミ
を
も
っ
と
回
収
バ
ケ
ツ
へ

町
長
　

常
設
バ
ケ
ツ
設
置
を
検
討
中

入浴施設

　
　

い
つ
公
園
の
名
称
が
決

ま
っ
た
の
か
。

　
　

平
成
23
年
12
月
の
震
災

復
興
計
画
策
定
以
来
、
一
貫

し
て
使
っ
て
い
る
。

　
　

公
園
は
観
光
に
資
さ
な

い
と
言
い
な
が
ら
も
、
商
店

街
の
す
ぐ
向
か
い
で
、
観
光

公
園
と
化
し
、
８
１
４
人
の

犠
牲
者
の
追
悼
の
場
と
し
て

は
弱
い
の
で
は
。

　
　

個
々
の
心
の
中
の
問
題

で
、
い
ち
い
ち
我
々
が
ど
う

こ
う
言
え
る
話
で
は
な
い
。

　
　

今
後
、
板
碑
の
よ
う
な

形
で
目
に
見
え
る
犠
牲
者
の

表
示
は
。

　
　

今
は
、
そ
う
い
う
考
え

方
は
残
念
な
が
ら
な
い
。

　
　

袋
に
出
す
ゴ
ミ
の
、
生
ゴ

ミ
の
減
量
化
は
。

　
　

平
成
27
年
10
月
か
ら
分
別

収
集
を
開
始
し
、
収
集
量
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　
　

生
ゴ
ミ
を
出
し
や
す
い
分

別
環
境
づ
く
り
は
。

　
　

５
月
・
６
月
と
、
先
行
的

に
寄
木
・
韮
の
浜
の
５
か
所
で
、

バ
ケ
ツ
の
常
設
設
置
の
実
証
実

験
を
し
た
。

　
　

バ
ケ
ツ
へ
入
れ
る
際
の
規

制
も
ゆ
る
く
な
っ
た
と
聞
く
が
、

周
知
の
ほ
ど
は
。

　
　

出
し
や
す
い
環
境
を
処
理

業
者
と
協
議
な
ど
で
、
担
当
課

を
中
心
に
や
っ
て
い
く
。

　
　

バ
イ
オ
事
業
の
費
用
対
効

果
。
委
託
料
約
８
千
６
百
万
円
、

収
集
分
約
２
千
５
百
万
円
、
合

わ
せ
て
１
億
１
千
万
円
は
、
集

め
た
３
１
４
ｔ
を
ゴ
ミ
袋
に
入

れ
て
燃
や
し
た
場
合
、
焼
却
分

５
百
万
円
、
焼
却
灰
の
処
分
代

93
万
円
、
収
集
分
の
割
合
と
し

て
３
百
万
円
ぐ
ら
い
で
、
合
計

答問答 １
千
万
円
で
処
理
で
き
る
と
い

う
状
況
の
中
で
、
付
加
価
値
は
。

　
　

金
額
ベ
ー
ス
で
は
、
指
摘

の
と
お
り
だ
。
震
災
以
来
エ
コ

タ
ウ
ン
へ
の
挑
戦
へ
と
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
全
国
か
ら
視

察
団
を
迎
え
、
各
自
治
体
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
　

バ
イ
オ
ガ
ス
と
ペ
レ
ッ
ト

等
を
熱
源
と
し
、
入
浴
施
設
を

補
助
事
業
で
つ
く
り
、
生
ゴ
ミ

を
出
し
た
地
区
に
、
無
料
入
浴

券
の
よ
う
な
ク
ー
ポ
ン
を
配
っ

て
は
。

　
　

ま
ず
、
事
業
主
体
を
探
す

の
が
難
し
い
。

9000 万円に近い、付加価値を、町民が、
実感できるような取り組みを

Q
＆

Ａ

一
般
質
問
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及川 幸子 議員

震
災
復
興
祈
念
公
園 マチドマでの活動紹介

ワイン作りなどが進行中

復興整備

20
億
円
の
公
園
び
っ
く
り
仰
天

町
長
　
50
億
円
が
認
め
ら
れ
ず
断
念

水産振興

気
候
変
動
が
も
た
ら
す
鮭
の
低
迷
に
危
機
感

町
長
　
鮭
の
強
い
種
の
交
配
に
期
待
を

問答

後藤 伸太郎 議員

地域振興

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
が
見
え
に
く
い
の
で
は

町
長
　
広
報
へ
の
掲
載
等
で
認
知
度
が
高
ま
る
と
思
う

問答

問答問答問

答問答問答

問答問答問答問答

問答

問答問答問答

問答

問

答問答問答問答

問答問答問

答問答問答
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祈
念
公
園
面
積
23　

、

工
事
費
50
億
円
が
復
興
庁
か

ら
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由

は
。

　
　

多
額
の
整
備
費
と
維
持

管
理
費
の
負
担
が
大
き
く
な

る
の
で
断
念
し
た
。

　
　

７
億
８
千
万
円
、
面
積

６.

３　

と
計
画
を
縮
小
し

て
認
め
ら
れ
た
が
、
２
回
も

補
正
予
算
を
出
し
て
15
億
円

に
膨
れ
上
が
っ
た
理
由
は
。

　
　

整
備
着
手
前
、
区
画
内

に
建
物
基
礎
な
ど
が
残
存
し

て
お
り
、
県
と
協
議
し
て
が

れ
き
撤
去
・
地
下
埋
設
物
等

の
撤
去
を
見
込
ん
だ
。

　
　

公
園
用
地
も
土
地
区
画

整
理
事
業
換
地
で
や
れ
ば
よ

か
っ
た
の
で
は
。
買
収
方
式

で
や
っ
た
た
め
５
億
円
以
上

の
買
収
費
が
必
要
と
な
り
、

３
年
も
遅
れ
、
結
果
的
に
は

20
億
円
の
公
園
に
な
る
が
、

い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

公
園
の
規
模
も
含
め
て

難
航
し
て
い
た
時
期
な
の
で
、

そ
の
手
法
は
取
れ
な
か
っ
た
。

　
　

最
終
的
に
復
興
副
大
臣

と
町
長
の
面
談
で
決
定
さ
れ

た
と
思
う
が
、
開
示
請
求
し

た
際
に
は
内
容
が
真
っ
黒
に

マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。

　
　

面
談
記
録
を
復
興
庁
に

確
認
し
た
が
、
開
示
許
可
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
　

都
合
が
悪
い
内
容
な
の

か
疑
問
が
残
る
。
50
億
円
と

と
て
つ
も
な
い
金
額
だ
が
、

町
長
の
想
い
だ
っ
た
の
か
。

　
　

あ
く
ま
で
も
予
定
だ
っ

た
が
、
復
興
庁
と
協
議
を
重

ね
、
余
り
に
も
過
大
過
ぎ
た

の
で
６.

３　

に
縮
小
し
た
。

　
　

隣
接
市
町
を
確
認
し
た

が
、
女
川
町
４.

３　

５
億

円
、
気
仙
沼
市
２.

２　

５

億
６
千
万
円
、
東
松
島
市
１

.

３　

２
億
８
千
万
円
だ
っ

た
。
町
民
は
何
と
思
う
か
。

復
興
予
算
の
無
駄
使
い
に
な

ら
な
い
か
。
当
町
で
は
２
百

万
円
ま
で
の
所
得
の
人
が
74

％
で
あ
る
。

　
　

及
川
議
員
が
素
人
で
そ

ん
な
こ
と
を
言
う
が
、
多
分

誰
も
納
得
し
な
い
と
思
う
。

我
々
は
復
興
庁
の
査
定
の
基

で
計
上
し
て
い
る
。

　
　

海
岸
か
ら
の
避
難
道
路

は
大
森
か
ら
の
道
路
だ
け
で

あ
る
。
観
光
客
や
町
民
の
避

難
道
路
が
右
岸
に
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　

基
本
的
に
大
森
か
ら
逃

げ
る
に
は
、
は
ま
ゆ
り
大
橋

か
ら
高
台
に
上
が
る
。
な
ぜ

右
岸
に
行
っ
て
逃
げ
る
必
要

が
あ
る
の
か
。

　
　

災
害
時
、
上
の
山
か
ら

小
学
校
の
避
難
場
所
に
最
短

コ
ー
ス
で
逃
げ
ら
れ
る
が
。

　
　

被
災
し
た
場
所
を
使
う

事
は
後
世
の
皆
さ
ん
に
笑
わ

れ
る
。
中
央
団
地
が
高
さ
20

ｍ
以
上
な
の
で
、
そ
ち
ら
に

逃
げ
れ
ば
安
心
で
あ
る
。

ha

ha

ha

ha
ha

ha

　
　

鮭
の
不
漁
が
続
い
て
い

る
が
対
策
は
。

　
　

移
入
卵
や
海
産
親
魚
の

導
入
を
今
後
も
続
け
た
い
。

　
　

水
温
が
20
度
以
上
に
な

る
と
回
帰
率
が
悪
く
、
今
後

益
々
不
漁
が
続
き
心
配
だ
が
。

 
 

　

岩
手
県
で
は
高
温
に
強

い
種
の
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

主
力
魚
種
な
の
で
、
危

機
感
を
持
っ
て
専
門
家
の
指

導
と
研
究
を
期
待
す
る
。

ま
た
、
ほ
や
の
輸
出
が
凍
結

の
ま
ま
だ
が
、
東
電
の
補
償

は
来
年
も
あ
る
の
か
。

　
　

水
揚
げ
の
半
分
補
償
だ

が
、
来
年
ま
で
は
あ
る
。

　
　

女
川
原
発
が
再
稼
動
予

定
だ
が
、
福
島
原
発
の
事
故

が
心
配
を
あ
お
る
が
。

　
　

こ
れ
は
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
根
本
に
関
わ
る
問

題
な
の
で
、
一
自
治
体
が

軽
々
し
く
言
え
る
立
場
で
は

な
い
と
思
う
。

　
　

現
在
の
隊
員
数
は
。

　
　

現
在
10
人
が
活
動
中
。

卒
業
生
は
３
人
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
の
大
き
な
目
的
は
。

　
　

募
集
す
る
自
治
体
に
よ

っ
て
違
う
が
、
南
三
陸
町
で

は
移
住
・
定
住
を
し
、
起
業

を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
大
き

な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
状
況
や
成
果
が
町
民
に

十
分
見
え
て
い
な
い
の
で
は
。

　
　

活
動
報
告
会
の
開
催
や
、

広
報
紙
へ
の
写
真
付
き
で
の

掲
載
に
よ
り
、
認
知
度
が
よ

り
高
ま
る
も
の
と
思
う
。
ま

た
、
マ
チ
ド
マ
を
活
用
し
て

の
周
知
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

起
業
が
大
き
な
目
的
の

一
つ
で
あ
れ
ば
、
起
業
で
き

な
け
れ
ば
失
敗
と
い
う
見
方

も
で
き
る
が
。

　
　

厳
し
い
見
方
を
す
れ
ば

そ
う
と
も
言
え
る
が
、
３
年

と
い
う
短
い
任
期
の
中
で
起

業
を
す
る
の
は
困
難
。
起
業

で
き
な
か
っ
た
ら
失
敗
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。
卒
業
生

も
、
定
住
と
い
う
面
で
貢
献

し
て
い
る
。

　
　

結
果
だ
け
で
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
で

の
交
流
も
大
切
と
考
え
る
な

ら
、
よ
り
地
域
に
溶
け
込
む

努
力
が
必
要
な
の
で
は
。

　
　

全
て
の
活
動
を
全
て
の

町
民
に
周
知
す
る
必
要
は
な

い
の
で
は
と
思
う
。
一
緒
に

事
業
を
す
る
方
か
ら
の
評
価

が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
。

　
　

協
力
隊
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　

役
場
、
町
内
外
の
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
助
言
等
の
ほ

か
、
委
託
業
者
に
よ
る
移
住

生
活
面
の
支
援
が
あ
る
。
委

託
業
者
は
、
活
動
経
費
の
支

出
管
理
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
行
管
理
も
お
こ
な
う
。

　
　

協
力
隊
へ
の
サ
ポ
ー
ト

で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と
の

橋
渡
し
こ
そ
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
委
託
業
務

の
中
で
は
そ
れ
は
重
要
で
は

な
い
の
か
。

　
　

そ
れ
も
委
託
に
含
ま
れ

て
お
り
、
非
常
に
重
要
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
の
中
で
の
、
目
下
の
課

題
は
何
か
。

　
　

隊
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
れ
ば
、
活
動
費
不
足
が

一
番
の
課
題
。

　
　

活
動
費
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
　

日
々
の
活
動
の
報
償
費

と
し
て
年
２
０
０
万
円
支
給

し
、
そ
れ
と
は
別
に
活
動
経

費
と
し
て
２
０
０
万
円
ま
で

使
え
る
。
起
業
す
る
場
合
、

さ
ら
に
１
０
０
万
円
の
補
助

金
が
あ
る
。

　
　

２
０
０
万
円
の
活
動
経

費
は
、
す
べ
て
個
人
で
使
え

る
の
か
。

　
　

半
分
の
１
０
０
万
円
は

委
託
業
者
へ
入
り
、
活
動
サ

ポ
ー
ト
費
に
充
て
ら
れ
る
。

　
　

そ
の
こ
と
は
、
隊
員
に

は
説
明
し
て
い
る
の
か
。

　
　

隊
員
が
町
に
入
る
際
に

説
明
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

　
　

隊
員
に
は
も
っ
と
積
極

的
に
地
域
と
関
わ
り
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞
く
。

イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な
で
参
加

す
る
な
ど
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

仕
事
以
外
の
部
分
は
個

人
の
判
断
で
結
構
だ
と
思
う
。

　
　

今
後
も
事
業
は
継
続
し

て
い
く
の
か
。

　
　

総
務
省
は
令
和
６
年
度

に
は
隊
員
数
を
８
千
人
に
拡

充
す
る
方
針
で
も
あ
り
、
地

域
に
必
要
な
事
業
な
の
で
継

続
し
て
い
く
。



議会へのお願い議会へのお願い

  陳　情　書

上記の陳情書は、議員に配布しました。

理科教育設備整備費等補助金事業への積極的な取組みをお願いします。

・観察実験に伴う消耗品について、十分な予算措置をお願いします。

・理科観察実験が十分に行える場所（理科室）の確保にもご留意ください。

・実験支援員の配置にも十分なご留意をお願いします。

　公益社団法人　日本理科教育振興協会

　会長　大久保　昇

議会のうごき議会のうごき
　　県へ意見書を提出

　当町は、未曽有の大規模災害が起因となってより人口減少問題に拍車がかかり、自治体の存続自体

も危ぶまれるような状況です。そのため、国の事業を活用して人口減少問題の解決に向けた移住・定

住を促進するための取り組みや、人口の自然増につながる結婚活動支援事業など取り組んでいますが、

なかなか効果が見えてこない状況です。

　そこで、総務常任委員会で町が取り組んでいる事業の内容、他県の優良事例などを調査し、どうす

れば町の事業が効果的に展開できるのか検討を重ね、どの取り組みも町単独で進めたのでは展開に限

界があり、広域的な取り組みが必要であること、そのためには宮城県がリーダーシップを発揮して、

各市町村の取り組みで不足する部分を強力にバックアップしながら市町村の連携を図って事業を進め

る必要があるという結論に至り、南三陸町議会として宮城県に対して意見書という形で提出すること

となりました。

宮城県に求める内容

１　町が空き家を所有者から借り受けて国の制度を活用して改修し、移住・定住希望者へ貸し付ける

　といった貸す側も借りる側も安心して賃貸借できる事業を高知県で実施している事例があります。

　この仕組みを取り入れることができれば空き家問題の解消や移住・定住の促進につながるのですが、

　国の補助だけでは町の負担が大きく取り組むことが難しいため、県に同様の支援施策を講じること

　を求めます。

２　結婚活動支援事業は広域的な事業展開が有効で、愛媛県では県が積極的に事業を推進し、民間企

　業や住民ボランティアの協力を得ながら年間２００回を超える婚活イベントを開催して、高い成婚

　率の実績をあげています。宮城県内の現状は市町村単位での取り組み、広域的なものでも近隣市町

　村との連携といった狭いエリアでの事業展開です。県が主導して広域連携を進めることは、参加者

　の増加や継続的で多様なイベントの開催を可能にして効果的に事業を推進できるため、県に主体的

　な事業の推進を求めます。

東日本大震災対策特別委員会

議会活性化特別委員会

女川原子力発電所を

　　　　　現地視察

女川原子力発電所を

　　　　　現地視察

●
現
在
の
状
況

●
視
察
の
中
で
は

●
さ
ら
な
る
安
全
対
策

　

１
号
機
は
、
２
０
１
８
年

10
月
25
日
に
廃
止
が
決
定
。

　

２
号
機
３
号
機
は
停
止
中
。

こ
の
う
ち
、
２
号
機
の
再
稼

働
を
目
指
し
、
原
子
力
規
制

委
員
会
へ
の
説
明
を
継
続
中
。

こ
れ
ま
で
に
、
１
７
２
回
の

審
査
会
合
が
開
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
、
原
子
炉
設
置
変
更

許
可
の
ほ
か
に
、
安
全
協
定

に
基
づ
く
事
前
了
解
、
工
事

計
画
認
可
、
保
安
規
定
変
更

認
可
、
さ
ら
に
地
域
住
民
か

ら
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

再
稼
働
、
営
業
運
転
へ
と
進

む
計
画
。

　

様
々
な
災
害
を
想
定
し
、

耐
震
工
事
、
防
潮
堤
の
か
さ

上
げ
（
14.
8
ｍ
か
ら
29
ｍ

に
）
、
電
源
車
の
配
備
な
ど
、

さ
ら
な
る
安
全
対
策
を
進
め

て
い
る
。

　

Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
模

型
を
使
っ
た
説
明
を
受
け
、

地
域
住
民
へ
向
け
た
情
報
発

信
の
状
況
を
視
察
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
建
屋
内
に
入
り
、

停
止
し
て
い
る
原
子
炉
の
視

察
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
施

設
を
使
っ
た
非
常
時
の
対
応

訓
練
の
視
察
も
お
こ
な
っ
た
。

八
幡
川
河
川
堤
防
の

整
備
遅
れ

　
次
に
、
八
幡
川
の
河

川
堤
防
の
整
備
に
つ
い

て
、
農
林
水
産
課
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

●
整
備
の
遅
れ
が
サ
ケ

漁
に
与
え
る
影
響
は
？

　

サ
ケ
の
河
川
遡
上
は
震

災
前
と
比
べ
て
減
少
し
て

い
る
。
し
か
し
、
河
川
遡

上
数
だ
け
で
な
く
、
沿
岸

で
の
水
揚
げ
数
量
も
減
少

し
て
お
り
、
河
川
工
事
の

影
響
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

（
星
喜
美
男
委
員
）
遡

上
数
の
減
少
要
因
は
。

　
　

放
流
数
が
少
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
影
響
。

　

（
髙
橋
兼
次
委
員
）
回

帰
率
向
上
の
た
め
の
研
究

を
推
進
す
べ
き
で
は
。

　
　

引
き
続
き
情
報
を
集

め
、
大
き
く
育
て
て
か
ら

放
流
す
る
な
ど
対
策
を
講

じ
る
。

問問 答答
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涌
谷
町
議
会
と

　
　
　
意
見
交
換

通
年
議
会
に
つ
い
て
調
査

　

年
度
末
の
税
制
改
正
な
ど
、

議
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が

な
い
た
め
、
町
長
の
判
断
で

お
こ
な
わ
れ
る
専
決
処
分
が

な
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
挙
げ
ら
れ
た
。
当
町
議
会

か
ら
は
、
招
集
に
必
要
な
期

間
に
つ
い
て
や
、
発
言
の
訂

正
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
会
と
し
て
の
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
な
ど
、
幅
広
く
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

　

現
在
、
年
４
回
の
定
例
会

で
議
案
を
審
査
し
て
い
る
が
、

こ
の
会
期
を
１
年
と
す
る
こ

と
で
、
町
長
に
よ
る
招
集
で

は
な
く
、
議
会
の
判
断
で
会

議
を
開
く
こ
と
を
可
能
と
す

る
「
通
年
議
会
」
の
導
入
を

お
こ
な
っ
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。

　

そ
の
調
査
の
た
め
、
実
際

に
通
年
議
会
を
導
入
し
て
い

る
涌
谷
町
議
会
を
視
察
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は

10
月
に
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
員
ひ
と
り

ひ
と
り
の
意
見
を
出
し

合
い
決
定
す
る
方
針
。

議
会
運
営
や
災
害
対
応

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

県への意見書提出へ

調査の概要

　これまで継続して調査してき

た内容から、人口減少対策には

より広域的な取り組みが必要で

あることを実感してきた。しか

し、県の関わりは移住・定住促

進に対する受け皿の整備、結婚

活動支援に対する取り組みとも

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　令和元年８月２日およ
び２２日、役場にて、人
口減少対策について企画
課職員から聞き取り調査
をおこない、県との関わ
りについて協議した。

調査の結果

・女川町地域医療センターの指

定管理者制度導入

　平成19年度に発出された

「公立病院改革ガイドライン」

に基づき、町では病院改革プラ

ン策定会議を庁内に設置し、最

終的な意見として経営形態の見

直しが必要であるとの意見答申

がなされた。指定管理者制度の

導入を検討すべきとの答申書も

提出されたことから、指定管理

者制度の導入を決定し、平成

に、温度差が感じられ、より積

極的な事業の推進を望むべき状

況であった。

産業建設
常任委員会

調査の結果

医療環境について

　令和元年８月５日およ
び２８日役場にて、２３
日女川町において、南三
陸病院の現状と女川町地
域医療センターについて
調査した。

調査の概要

民生教育
常任委員会

過去に行われた結婚活動支援事業のチラシ

観光振興について

調査の概要

　志津川湾は昨年ラムサール条

約湿地に登録され、アラメやマ

コンブとともにコクガン、オオ

ワシ、オジロワシなど生物の多

様性が高い。

　磯焼け対策調査、絶滅危惧種

　令和元年８月２１日お
よび２９日、役場にてラ
ムサール条約登録湿地の
利活用について調査を行
った。

　日本全体の人口が減少してい

る中で、町単独の取り組みによ

ってその流れに歯止めをかける

ことは容易ではない。

　だからといって、ただ手をこ

まねいているわけにはいかない。

　高知県での中間管理住宅の整

備事業に対するかさ上げ補助、

愛媛県での県を挙げての結婚活

総　務
常任委員会

動支援事業など、委員会で実際

に現地調査してきた内容を実現

するためには県の姿勢が大きく

影響する。

　県に対して意見書の提出をお

調査の結果

　ASC、FSCに加えラムサー

ル条約湿地登録が実現され、当

町での国際的なブランド化の素

地は整いつつある。研究員を中

心に新たな商品や体験プログラ

ムがブランド化されることを望

むものである。

国指定天然記念物である歌津魚

竜の活かし方については、前回

の調査にもあった「にっぽん恐

竜協議会」への参加を強く求め、

知見のレベルアップを図りなが

ら魚竜の価値を再認識すべきで

ある。

　志と希望を持って情報発信す

ることが、交流人口拡大に有益

と考え、結びとする。

22年９月から関係条例の改正、

指定管理者候補者の選定、移行

準備等を経て、平成23年10月

から移行している。

　移行当初の町の負担は大きか

ったものの、年を重ねるごとに

その負担額は減少、平均して年

間２億５千万円ほどとなってい

る。住民からの医療サービス等

に対する苦情はなく、訪問診療

の充実や介護老人保健施設、通

所リハビリの機能追加など、サ

ービスの向上が図られている状

況であった。

　本町の人口減少が東日本大震

災以降、歯止めがきかない状況

において、まずはより一層の経

営改善、改革に取り組むことを

望むものであるが、同時に運営

形態の見直しについても早急に

取り組むべきものと考える。

のモニタリング、コクガンの渡

りルートの解明など「保全・育

成」が行われ、KODOMOラム

サールの開催、少年少女自然調

査隊の結成など「交流・学習」

の実績をもとに地域産品の開発

など「賢明な利用」につなげよ

うとしている。

・南三陸病院の現状

　平成30年度の運営実績をも

とに、運営状況を確認した。昨

年度は、内科医の減員と整形外

科医の長期研修等によって入院

患者数が減少し、鋭意経費削減

等に取り組んだものの１億４千

万円ほどの純損失となる状況で

あった。

　町民が安心して暮らせるため

に、南三陸病院は必要不可欠な

存在であることは言うまでもな

く、無くなれば、さらに人口減

少に拍車がかかることになる。

病院運営が立ち行かなくなって

から対策を考えては、持続可能

な医療環境は見込めない。指定

管理者制度の導入等、町直営以

外の方向性についても検討する

ことを提言し、結びとする。

こない、町が取り組む人口減少

対策の後押しになればと考える。

町としても、継続性のある取り

組みを展開することを提言する。
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菅
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辰
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﹁
最
上
級
の
自
然
を
永
遠
に
﹂

　
　
石
浜
　

　
　

山 

下
　
大 

悟  

さ
ん

　

南
三
陸
。
溢
れ
る
自
然
が
、
宝

石
の
よ
う
に
き
ら
め
き
、
太
古
か

ら
の
ま
ま
の
姿
で
圧
倒
的
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
。
海
に
山
に
沢
に

息
づ
い
て
い
る
光
、
空
気
、
水
、

土
な
ど
生
命
の
根
源
の
中
に
身
を

置
く
と
、
人
も
自
然
の
一
部
で
あ

る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
安
心
感

に
包
ま
れ
る
。

　

大
阪
か
ら
南
三
陸
へ
移
り
住
ん

で
４
年
。
日
本
に
残
さ
れ
た
数
少

な
い
自
然
の
宝
庫
が
発
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
魅
せ
ら
れ
る
日
々
。
そ

の
間
暮
ら
し
を
通
じ
て
、
心
も
身

体
も
清
め
ら
れ
、
確
実
に
よ
り
自

然
な
姿
に
再
生
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
各
地
、
欧

州
各
地
を
訪
れ
て
、
景
観
、
文
化

に
感
動
し
た
が
、
あ
く
ま
で
一
時

的
な
癒
し
で
、
ど
こ
に
も
こ
の
地

ほ
ど
無
尽
蔵
な
自
然
は
な
か
っ
た
。

今
、
振
り
返
る
と
、
自
然
の
力
は

静
か
に
人
を
包
み
込
ん
で
、
時
に

議
会
か
ら

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

ぜ
ひ
、
議
会
の
傍
聴
に
！

厳
し
く
時
に
優
し
く
そ
ば
に
い
て

く
れ
る
の
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
幸
福
で
あ
る
。

　

こ
の
地
の
最
上
級
の
財
産
で
あ

る
自
然
は
、
そ
こ
に
住
む
人
の
絶

対
的
な
愛
と
誇
り
、
ま
た
そ
れ
を

護
る
永
続
的
努
力
が
全
て
そ
ろ
っ

て
初
め
て
維
持
さ
れ
る
。
こ
こ
に

し
か
な
い
宝
は
、
も
は
や
人
類
全

体
の
も
の
で
あ
る
。
あ
え
て
言
う

な
ら
こ
の
「
楽
園
」
の
住
民
の

方
々
に
気
付
い
て
欲
し
い
。
そ
の

価
値
と
幸
福
を
。
ま
た
若
者
に
未

来
永
劫
伝
承
し
て
欲
し
い
。
こ
の

財
産
を
。

　

志
津
川
湾
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
登
録
さ
れ
、
田
束
山
経
塚
群
と

紺
紙
金
泥
大
般
若
経
が
日
本
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
も

誇
れ
る
南
三
陸
を
議
論
し
未
来
へ

繋
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

次
回
の
定
例
会
は
12
月
開
催

の
予
定
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
の
様
子
は
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

﹁
南
三
陸
町
　
議
会
中
継
﹂
で
検
索
♪

︵
過
去
の
映
像
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
︶

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
﹁
お
知
ら
せ
版
﹂
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
定
例
議
会
前
に
更
新
し
、
お
お
よ

そ
の
会
議
日
程
や
、
一
般
質
問
の
内
容
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
か
ら
始
め
た
取
り
組
み
で
す

が
、
実
際
に
傍
聴
の
方
も
増
え
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
傍
聴
に
お
い
で
に
な
る
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
！

　

令
和
元
年
、
今
年
も
あ
と

残
す
と
こ
ろ
２
か
月
と
な
り

ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
松
原
公

園
、
消
防
署
が
完
成
し
、
震

災
復
興
祈
念
公
園
も
一
部
開

園
と
な
り
ま
す
。
町
の
姿
は

一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
が
望
む
姿

に
で
き
る
だ
け
沿
え
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

議
会
は
２
年
前
に
新
体
制

と
な
り
い
よ
い
よ
折
り
返
し

点
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を

反
映
さ
せ
、
明
る
い
令
和
の

時
代
の
元
気
な
南
三
陸
町
と

な
る
よ
う
議
員
の
一
人
と
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

倉
橋
誠
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